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第1次地域行動プランをふりかえって 第2次地域行動プラン策定に向けて
　小梨地区協働のまちづくりネットワークは、「ぴんぴん元気で現役100歳！！」をキャッチフレーズに、
平成20年3月に設立しました。
　住民アンケートや団体との意見交換会を踏まえ、第1次地域行動プラン（平成20年度～平成24年度）
を策定し、「安心・安全」・「環境」・「高齢者支援」・「交流」をテーマに、これまで地域で取組みできなかっ
た新しい事業を、「楽しみながら」・「助け合いながら」地域づくりの活動を実施しました。
　これまでの5年間の活動についてふりかえってみました。

　これまでの5年間の活動をふりかえり、少子高齢化・人口減少により、各種団体の活動の停滞、伝統
行事の継続が困難になりつつあります。
　今後、この地域が魅力あふれる住みよい地域となるよう、「安心・安全」・「環境」・「高齢者支援」・「地
域交流」のテーマを掲げ、第2次地域行動プラン（平成25年度～平成29年度）を策定しました。

【安心・安全】　～子どもから高齢者までが、安全で安心して暮らせるまちづくり～
【環　　　境】　～地域の環境を守っていくまちづくり～
【高齢者支援】　～みんなで助け合いながら、元気に現役100歳を迎えるまちづくり～
【地 域 交 流】　～地域資源を活かし、情報発信するまちづくり～

テーマ 活　　動　　内　　容 ふ　　り　　か　　え　　り

安
心
・
安
全

防災訓練
防災用備蓄食料の購入
災害時の安否確認（黄色い旗作成）
応急救護・応急救命などの講習会

消火訓練により、実際の火事に役立った。
子どもから大人まで救命の技術が習得できた。

訓練に参加する認識が不足している。
安否確認の黄色い旗が活用されていない。
要援護者の避難対策が必要である。
振込め詐欺などの電話に、相談・通報できる体制が必要である。
登校時には子どもだけになり、事故等の危険があり不安である。

環

　
　境

景観づくり（菖蒲園の整備）
スポーツ広場の環境整備
休耕地の活用

菖蒲園はきれいで、地域の人たちの目を楽しませた。
休耕地でのそばづくりを通して世代間交流ができた。

菖蒲園の栽培方法や雑草駆除などがうまくできなかった。
菖蒲園の整備など、環境整備には他団体の協力が必要である。

高
齢
者
支
援

健康講座の開催
（口腔ケア・シニア3B体操など）

健康講座により、日頃の健康維持・増進が図られている。

ひきこもりの方への健康講座への参加呼びかけが必要である。
助け合いネットワークの取組みが全くできなかった。
買物困難者や一人暮らしの方への対策を考える必要がある。

交

　
　流

ホタルまつり
ポン菓子づくり
地域の隠れた魅力おこし
（畠谷の夫婦山桜周辺整備）

ホタルまつりは、参加者との交流によって情報発信ができた。
ポン菓子づくりは、ホタルまつりの来場者に喜ばれ定着した。

ホタルまつりの内容をより充実していく必要がある。
伝統行事などの活動が高齢化により、困難になりつつある。

テーマ 事　　　業　　　内　　　容
目　標　年　度 取組み

25 26 27 28 29 地域 地域
行政

安

　心

　・
安

　全

防災意識の啓発
防災訓練 ● ● ● ●

消火訓練 ● ● ● ● ● ● ●

災害時マニュアルの作成（新規） ● ● ●

自主防災マップの作成（新規） ● ● ●

災害時要援護者の避難支援 ● ● ● ● ● ● ●

防犯意識の啓発（新規） ● ● ● ● ● ● ●

防犯パトロール（新規） ● ● ● ● ● ●

環

　
　境

景観づくり（菖蒲園の整備） ● ● ● ● ● ●

スポーツ広場の環境整備 ● ● ● ● ● ● ●

休耕地の活用（そばづくり） ● ● ● ● ● ●

支
援

高
齢
者

高齢者健康講座の開催 ● ● ● ● ● ●

たすけあいネットワークプランの策定（新規） ● ● ● ● ● ● ●

地
域
交
流

おなしホタルまつりの開催 ● ● ● ● ● ●

地域に隠れた魅力おこし（おなし宝さがし） ● ● ● ● ● ●

伝統行事の継続と支援 ● ● ● ● ● ●

　小梨地区協働のまちづくりネットワークでは、みんなで支えあ
い・助け合って「安心・安全なまちづくり」を目指していきます。
　引き続き、住民のご理解とご協力をいただきますよう、よろし
くお願いします。

小梨地区協働のまちづくりネットワーク　会長　渡橋　昭二郎

※ふりかえりの内容は、上段には「よかったこと・成果」を、下段には「反省すること・課題」を掲載しています。




